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井島勉博士を悼む
初代会 長 と して長 年,本 学 会の発展 に貢献 された井島勉博 士は,去 る5月12
日,2年 近 くにわた る闘病 の生活 も空 しく,つ いに長逝 され た。創立20周年 を
迎 えよ うとす る今,会 員一同 にとって,深 い哀 惜の 念 を禁 じ得 ない。井 島博 士
の学問や 人格 につ いては,今 更 こ こに紹 介す るまで もないが,悲 しみの中 に追
憶 の言葉 を述 べて,学 会 におけ る博士 の功 績 を讃 えた いと思 う。
先生 は奉仕 の 人で あった。 自己 に対 しては厳 し く,弟 子 に対 しては深 い愛情
の眼 をもつて教育 し,学 問の世 界 に対 しては,家 庭 を顧 る余裕 もな く,そ の発
展 に力 を捧 げ,決 して自己の利益 に走 ることな く,む しろ犠 牲的 な精神 に徹 し
た人で あった。 学問 の発 展の ためには,大 学の枠 を越 えた学会 の組織 が必要 で
あるとい う考 えから,戦 後間 もな く美 学会 が発 足す るに至 る指導的 人物 と して
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活躍 され,続 いて理論的研 究 と実躍 活動 との統合 か ら意匠学会 の必要性 を叫ば
れ,井 島博士 な しには結成 に至 らなかった かも しれ ない本学会 が発足す る こと
にな ったので ある。学会活 動 も,複 雑 な人間関係 か ら不平不満や分派運 動 な ど
が起 る例 をしば しば耳 にす るが,井 島先生 の主導 され る学会 では,そ の よ うな
傾 向が全 く見 られない とい うこ とも,博 士 の人徳 の至す ところとい う外 は ない。
学会 に属 す る者は,研 究 に専念 す ると共 に先生 の威徳 を継承 す ることも忘 れ て
はな らないと思 う。
先生 は学 問の発展 とそのための学会活 動 に,自 己のすべて を捧 げ られ た。 晩
年,相 当身体的 な苦 痛 に耐 えなが らも,学 会 には万難 を排 して出席 され るのが
常で あった。 その姿 に痛 々 しさを感 じた ことも何度 かあ った。神戸例会 が あっ
た時 な ど,,先生 の健康状 態 を知 って いる私 が 「良 くおいでに なりま したね」 と
声 を掛 け ると,「 皆 が学 会の ため に一生懸命 にや って くれるので なあ」 と,役
員 や会員 の研究 意欲 に参 加す るのが,自 分の義務 で あるかのよ うな顔 を された。
も う少 し日常の 生活 を楽 しまれ た らどうか と,私 は 自分 自身 を顧 みなが ら,儒
者的 な生生の性 格 を考 えた ことも度 々であった。停年 になった らとい う奥 様 の
期待 も空 しく,つ い に悠 々自適 の生活 に入 られ るこ ともな く,最 後 まで学 問の
世 界に身 を捧 げ尽 された先生 の霊 の安 らかな らん こと を祈 って筆 を擱 く。
(金田民 夫)
m一
